
令和６年度 平塚市みなと子どもの家運営委員会 会議要旨 

 

日 時  令和６年５月１８日（土） １０時００分～１１時００分 

場 所  みなと子どもの家 

出席者  ＜委員＞ 

      内海委員、田中委員、岩田委員、清田委員、脇委員、中畝委員、山田委員 

      （委員１０名中、７名出席） 

     ＜事務局＞ 

      青少年課  小嶋課長、嶋崎担当長、宇田川主査 

      子どもの家  岸主事 

傍聴者  ０人 

 

１ 開会 

２ 子どもの家運営委員委嘱式 

３ あいさつ 

４ 子どもの家運営委員及び職員自己紹介 

５ 子どもの家運営委員について 

   事務局から条例、施行規則を資料として子どもの家の運営や運営委員に関することについて説明 

  を行った。 

６ 議題 

（１） 利用状況報告 

    会議資料に基づき主事から説明する。令和５年度は、前年度に比べ約３割の利用者増となって

いるが、コロナ禍以前には戻っていない等を説明する。委員からは午前中の利用者拡大をすべき

等の意見があった。 

（２） 自主事業について（令和５年度報告及び令和６年度予定） 

会議資料に基づき主事から説明する。令和５年度は２回の自主事業を開催し、参加者からは好

評価となっている等を説明する。今年度の自主事業も前年度と同様に東海大学の学生を講師に事

業を開催する予定で準備を進めている旨を説明する。委員からは参加者数が定員を超えた場合に

柔軟な対応をすべき等の助言を得て、今年度の自主事業（案）は承認された。 

（３） その他 

留守家庭児童対策事業や運営委員会全般について質疑応答を行った。 

委員から、次の３点の意見があった。 

・子どもの家の今後の方向性に関して市の考え方の確認があった。 

・施設の場所が分かり難いので、案内板の設置やチラシの配布等の意見があった。 

    ・利用者拡大に向け、新しい遊具の導入や施設のPRをすべき等の意見があった。 

 

 ７ 閉会 

以 上 


